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実験 1 再 分化に及ぼす外植片の生育ステージと切片部

位の影響
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加したMS■ 地(ショ結 3% 実 天08%,ポ リビニルピロ

リドン053/ど PH58)へ 世床 した 1試 験区あたり1シ
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最適濃度を1食言寸した BA0 91,005,01町 /″とNAA
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実験 1 再 分化にスばす外植片の生育ステージと切片部

位の影響
.グ

リーンウェーブ
Ⅲ
は子業,本 葉にかかわらず)ま た

生育ステージにかかわらす)再 分化率は60%以 上と高車

で,特 に播種後21日 目の本楽切片か らの再分化=は

100%で あつた(第 1図 ) 方 , 1同山サラダ某
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